
新 潟 市 報 道 資 料 

令 和 ７ 年 ５ 月 ８ 日 

報 道 各 位 

 

新潟市 下水道部 

 

下水道管路の調査について 

 

 

埼玉県八潮市で発生し た下水道管の破損に起因する と 考えら れる 道路陥没を 受けて、   

本市独自の取り 組みと し て、 下水道管路の緊急点検を 進めてき たと こ ろですが、 令和７ 年

３ 月１ ８ 日付で国土交通省から 全国の自治体に対し て「 下水道管路の全国特別重点調査」

の実施について要請があり ま し たので、 国から の要請に基づき 、 下記のと おり 下水道管路

の調査を 実施し ま す。   １   

ま た、 こ れま で進めてき た下水道管路の緊急点検について、 現地調査及び調査データ の

解析作業が完了し ま し たので、 その結果と 今後の対応を お知ら せし ま す。   ２   

 

 １  下水道管路の全国特別重点調査  

 

（ １ ） 本市における 調査対象  別紙１  

内径２ ｍ以上かつ１ ９ ９ ４ 年度以前に設置・ 改築さ れた管路  約３ ５ ｋ ｍ 

う ち、 優先的に実施すべき 箇所      約 １ ｋ ｍ 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 調査方法 

○ 人が管路内に入っ て行う 目視やテレ ビカメ ラ によ る 調査 

○ 管路内の破損状況等によ る 緊急度判定 

○ 緊急度が高いと 判定さ れた箇所では、 空洞探査車等によ る 路面下の空洞調査 

（ 異常信号が検出さ れた箇所では、 開削調査等によ る 詳細な空洞確認を実施）  

○ 優先的に実施すべき 箇所では、 緊急度が低い箇所も 打音調査等によ る 詳細調査を 実施 

 

（ ３ ） 調査期間 

優先的に実施すべき 箇所は夏頃ま でに、 それ以外の箇所は令和７ 年度内に実施 

 

［ 優先的に実施すべき 箇所］  

① 八潮市の道路陥没現場と 類似の構造・ 地盤条件の箇所 

② 構造的に腐食し やすい箇所ま たは過去の調査で腐食が確認さ れ未対策の箇所 

③ 緊急輸送道路で下水道起因の陥没履歴がある 箇所 

④ 沈砂池の堆積土砂が顕著に増加し た処理場・ ポンプ場につながる 管路 



 ２  本市独自の緊急点検（ 報告）   

 

（ １ ） 点検対象 

内径２ ｍ以上で整備後２ ５ 年以上経過し 、 汚水が流入する 未対策のコ ン ク リ ート 管が埋

設さ れている 道路（ 約３ ． ２ ｋ ｍ）  

 

（ ２ ） 点検方法及び点検期間 

○ 巡回目視によ る 道路路面の点検 ： 令和７ 年２ 月３ 日（ 月）  

○ 目視によ る マンホール内部の点検： 令和７ 年２ 月５ 日（ 水） ～２ 月１ ３ 日（ 木）  

○ 空洞探査車によ る 現地調査   ： 令和７ 年２ 月２ ０ 日（ 木） ～２ 月２ １ 日（ 金）  

○ 補足調査及びデータ の解析   ： 令和７ 年２ 月２ ５ 日（ 火） ～４ 月３ ０ 日（ 水）  

 

（ ３ ） 点検結果  別紙２  

３ 月１ ４ 日に緊急対応を 実施し た１ 箇所（ ※） のほかに、深さ が極めて浅い異常信号は検出

さ れま せんでし たが、 空洞の可能性がある ２ １ 箇所を 抽出し ま し た。  

なお、 今回の調査は、 空洞探査車等によ る 現地調査の結果であり 、 現時点で空洞の有無を

確認し たも のではあり ま せん。  

 

（ ４ ） 今後の予定 

道路陥没を 未然に防止する ため、 空洞の可能性がある ２ １ 箇所については、 開削調査等

を行い、 空洞が確認さ れた場合は、 埋め戻し や路面復旧を速やかに実施し ま す。  

ま た、今回の路面下空洞調査における 異常信号が検出さ れた道路下の下水道管について、

目視調査を 実施し た結果、 大規模な道路陥没に直結する 管路内の大き な異常はあり ま せん

でし たが、 その他確認さ れた軽微な異常箇所については、 速やかに修繕を 行う と と も に、

引き 続き 、 下水道管路の計画的な維持管理によ り 道路の安全確保に努めま す。  

 

（ 参考） こ れま での経緯 

令和７ 年１ 月２ ８ 日 埼玉県八潮市で道路陥没事故発生 

令和７ 年１ 月２ ９ 日 国土交通省が下水道管路の緊急点検の事務連絡を発出 

（ 本市は緊急点検の対象施設なし ）  

令和７ 年２ 月３ 日 本市が独自に下水道管路の緊急点検を開始 

令和７ 年２ 月２ １ 日 国土交通省が「 下水道等に起因する 大規模な道路陥没事故を踏ま えた

対策検討委員会」 を設置 

令和７ 年３ 月１ ８ 日 国土交通省が「 下水道管路の全国特別重点調査」 を要請 

 

 

【 問い合わせ先】  新潟市下水道部下水道管理センタ ー維持管理課  

担当： 西山・ 高橋  電話： ０ ２ ５ -２ ８ １ -９ ０ ６ ０ （ 直通）  

※ 令和７ 年３ 月１ ５ 日付報道資料の箇所 
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秋葉区 約35km

通常実施 合流管 約17km

通常実施 汚水管 約 3km

通常実施 雨水管 約15km

う ち優先実施 約1km

別紙１
【 下水道管路の全国特別重点調査】
　 調査対象　 位置図
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凡　 例

開削調査　 11箇所

路面下空洞調査路線

開削調査　 2箇所

開削調査　 1箇所

開削調査　 1箇所

開削調査　 4箇所

開削調査　 2箇所

【 本市独自の緊急点検（ 報告） 】
　 点検結果　 位置図

別紙２


